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0	
 序論	
 

0_1	
 研究背景と目的	
 

	
 現在、建築空間の快適性において重視されて

いる項目は、主に温熱感である。しかし、建築

空間において人が感じる快適性には、温熱感以

外にも様々な要素が関係していることが、近年

の研究によって明らかになっている。本研究で

は、その背景をもとに、その他の様々な要素に

注目していきたい。 
	
 現状、温冷感に関しては快適さを数値で表現

する PMVという指標が確立され、温冷感を決
める６つの要素（温度・湿度・気流・放射・活

動量・着衣量）を計算式にあてはめることによ

って、空間の快適さを計ることができる手法と

して一般的に適応されている。その一方で、こ

こで注目したい他の要素については、研究結果

が文献として発表されているものの、公に指標

として確立されている事例は少ない現状であ

る。しかしながら、その中には、設計を通じて

「肌で快適さを感じる」手法に根拠をもたせる

研究結果が多く含まれており、これらを設計に

応用可能なものとしてまとめることに意味を

感じている。 
本制作では、それらの「人が肌で感じる快適さ」

を決定付ける要素に注目して、設計に応用可能

なコンテンツとしてまとめることを目指し、そ

れを用いて設計を行うことを目的とする。 
0_2	
 研究構成	
 

	
 本制作の構成を Fig0_1に示す。 

 

Fig0_1）研究構成 

1	
 快適さに対する見解	
 

	
 本章では、現状把握として建築空間における

快適さについて４つの異なる視点から分析を

行う。分析を通じて、快適さに対する見解を明

確にし、設計に応用可能なコンテンツを抽出す

る。 
1_1	
 呼吸する建築	
 

	
 まず始めに、「呼吸する建築」という概念か

ら建築空間における快適さについて考えてい

きたい。田辺新一は『建築学の教科書/建築が
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毒になる』のなかで、人間の皮膚が空気の乾燥

に伴い乾き、肌の水分を逃がさないようにする

仕組みを紹介しながら、「建築にもこういう呼

吸する構造がほしい」と述べている。生活空間

の快適さを考えるなかで、建築にも生き物と同

様に「呼吸する」という表現を用いる感覚は、

開口部の多い木造家屋と通じるところがあり、

かつての日本人には一般的な感覚だったので

はないか。しかし、技術の進歩などを背景に、

建築様式が刻々と変化する日本においては、そ

の感覚を再認識のうえ、意識的に取り入れてい

く必要があると考える。(Fig1_1) 

	
  
Fig1_1）呼吸する仕組みをもつこと 

1_2 自然エネルギーと建築	
 

	
 小春日和の心地よさや、太陽が身体を暖める

日だまりは、多くの人に共通する快適な空間で

あると考える。ほどよく明るく、ほどよく暖か

く、ほどよく涼しい、そんな場所をつくり出す

力を持つものとして、自然エネルギーは快適さ

とは切り離せない要素である。しかしながら、

技術の進歩を背景に、自然の力を利用した手法

が、人工的な技術に圧されているのも事実であ

る。いま改めて、自然のエネルギーを利用して

いくことの有効性を認識する必要があると考

える。エクセルギーの研究を行う宿谷昌則によ

るエクセルギーの理論を参考に分析を行うな

かで、自然エネルギーを利用していくことの有

効性を示す根拠が見える。 
	
 エクセルギーの理論は、エネルギー源が行う

「仕事」に関して、エネルギーだけでは語るこ

との出来ない内容を明らかにしているもので

ある。例えば、エクセルギーの観点から 40W
の蛍光灯が光を取り出す過程を考える。蛍光灯

には 40Wの電力（エクセルギー）が入り、7W
が光エクセルギーとして、4Wが熱エクセルギ
ーとして菅の表面から放たれる。残りの 29W
は、光管内部で電力から可視光をつくるプロセ

スで「消費」されたエクセルギーで、投入エク

セルギー40Wの約 70%に当たる。29Wのエク
セルギー消費によって 7W の光を手に入れて

いるのだ。このように、エクセルギーの観点で

「仕事」を見ていくと、アクティブ型の技術だ

けに頼りきりになるのは効率が悪いことがわ

かった。これを踏まえ、パッシブ型の技術と蛍

光灯のようなアクティブ型の技術を組み合わ

せていく必要性を感じている。 
	
 パッシブ型の技術を、技術の後退としてでは

なく、取り入れていくべきものだということを

論理的に示しているエクセルギーの理論は、こ

れからの建築を変える力があると考える。 
1_3	
 PMV と PPT	
 

	
 現在、建築空間の快適性において重視されて

いる項目である「温冷感」に関して触れたいと

思う。ここでは、温熱環境の快適さを決める指

標の最も一般的なものとして「PMV」を取り
上げる。PMVは、1984年に ISO-7730として
国際規格化され、快適性の評価軸として一般的

に用いられている。快適さを、数式により導き

だされた数値で表現することができる。 
	
 PMV理論は、人体の熱的快適感に影響する
６要素（空気温度、放射温度、気流、湿度、着

衣量、代謝量）の複合効果をどのように評価す

るかについて、デンマーク工科大学の Povl ole 
Fanger (1934-2006)が発表したものである。温
熱環境の６要素を式に代入すると、その条件で、

暖かいと感じるか、寒いと感じるかを数値とし

て表現することが出来る。これは、人体に対す

る均衡と 1300人に及ぶ被験者実験に基づいて
提案されている。 
	
 さらに Fangerは、人間がある状況下で暑い
か寒いかが判明してもその時に何%の人がそ

→



 

 3 

の環境に不満足かを調べなければ、正しい建

築・衣服設計はできないと考えた。そこで、あ

る PMVに対して何%の人が不満足に感じるか
という割合を示す PPD を提案している。

ISO-7730では快適な PMV・PPDの値として、
-0.5<PMV<+0.5、PPD<10%を推奨している。
Fig1_2に PMVと PPDの関係を示す。 

 
Fig1_2）PMVと PPDの関係（日本冷凍空調学会 HPより） 

	
 PMVは一般的に用いられる一方で、様々な
場所において、この数値が有効であるために、

環境をつくり出す多くの要素に関して仲裁点

的な値を提唱しているとの指摘もある。そのた

め、完全空調空間においては正確さを発揮する

が、その他の多くの気候領域では矛盾を生じる

といった、許容する幅が狭い一面を持つのであ

る。最近の研究者の間では、PMV に対して、そ

の場所における文化や気候、社会性といった文

脈を無視し、空気調整の必要性を誇張している

と不満をもつ声もあがっている。	
 

1_4	
 アダプティブ理論	
 

	
 建築空間における快適性を決める諸要素の

中では、心理的な要素も大きな割合を占めてい

る。そこで、そのような心理的な要素を設計に

取り入れる手がかりとして、Richard de Dear
が 1998年に発表したアダプティブ理論を取り
上げる。アダプティブ理論では、前後関係の要

因や過去の熱的履歴が、すでにそこにある熱的

期待や好みを変えるということを仮定し、アン

ケート調査をもとに証明している。これは、建

築空間の設計に大きく影響を与えると考えて

いる。 
1.4.1	
 アダプティブ理論とは	
 

	
 「受容性」の観点から述べられていた PMV
に対して、アダプティブ理論では「嗜好」を適

切な指標として考えている。その為、従来の快

適規格とは反対のことを述べている面を持ち、

快適さに関して新しい言及を行っている。論文

『Developing an Adaptive Model of Thermal 
Comfort and Preference』のなかでは、アダプ
ティブ理論についてこのように述べている。 
	
 “アダプティブ理論の仮定のひとつは、暖か
い地域にいる人は、寒い地域にいる人よりも、

室内も暖かいものを好むということだ。これは

現在基本となっている ASHRAE（アメリカ暖
房冷凍空調学会）の快適規格とは反対のことを

述べている。（中略）ASHRAE RP-884は熱的
快適性に関して、室内気温と屋外気温の両面か

らの調査や、温熱感覚、受容性、好みなど、多

方面にわたる包括的な統計的分析調査を行っ

た。その結果、最適な室内気温の値には、アダ

プティブ理論による予測のように、室内気温と

屋外気温の両方の影響が見られることがわか

った。また、現在基本となっている PMVモデ
ルの計算には、人間側の要素として、計算によ

って求められた行動適応や、HAVC（冷暖房空
調設備）の建物の中でのみ発生する適応が含ま

れているが、実際には、自然換気建物のなかの

居住者は、行動的適応と心理的適応の両方を併

せ持つことが明らかになった。その組み合わせ

によって、気温に対する著しく広い幅の耐性を

もつのである。この結果は、多様な室内温度の

基準を提案する根拠になる。” 
	
 アダプティブ理論では、建築居住者が温熱環

境に対して受動的ではなく、活動的であること

が前提とされており、人の適応力という基礎物

理学と生物学を超えた内容を、実地調査をもと

に明らかにしている。また、周辺環境などの、

室内環境に至るまでの文脈的な内容や前後の
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熱的履歴は、温熱感の感じ方を変える力を持ち、

室内が外部の気候的な環境と適切に適合して

いることが満足感につながると述べている。建

築を設計する立場においても、人のもつ「環境

への適応力」に関して、従来の建築規格よりも、

より意識的に設計に取り入れていく必要性を

感じる。 
1.4.2	
 人がもつ適応力	
 

	
 1.4.1の中でも、人は温熱環境に対して活動
的であり、適応していく力をもつことが明らか

になっている。一般的な適応は、度重なる環境

刺激に対する人の反応の段階的な縮小と捉え

られる。この適応に関して詳しく見ていきたい。

適応は、行動適応・生理的適応・心理的適応の

３つのカテゴリーに分類することが出来る。

(Fig1_3) 

  
Fig1_3）３つの適応 

1 行動的適応 
 人が意識的に行うすべての適応行動や、無意
識のうちに体内の熱バランスを支配する大き

な流れや熱を修正しようとする行動を指す。調

整はさらに細かく、個人、技術面、文化面に分

類することができる。(Fig1_4) 

 
Fig1_4）行動的適応の３つの分類 

2 生理的適応 
	
 人間の生理現象として、血管の収縮・拡張や

発汗などがある。ある熱的環境に継続的にさら

されたことによる、熱の記録によって、環境に

対する生理的な反応に変化が起こる場合や、生

理的応答がゆるやかに増加・減少することを生

理的適応という。ここからさらに、世代間を通

して起こる遺伝子の適合と、個人的寿命以内の

順応とに分類することが出来る。(Fig1_5) 

 
Fig1_5）生理的適応の２つの分類 

3 心理的適応 
	
 心理的次元の熱的適応は、過去の経験と予測

に基づく感覚情報によって変化した知覚およ

び反応に関連する。同じ刺激に度々さらされる

ことによって、心理的応答の大きさは減少する

のである。例えば、同じ 10℃の気温を考える。
秋口に急に気温が下がった場合すごく寒く感

じるが、真冬であれば通常の気温として受け入

れることが出来る (Fig1_5)。このような期待
の緩和は、精神物理学における習慣の概念に例

えることが出来る。 

 
Fig1_6）心理的適応の具体例 

 これらの適応力を人は持つのだということを
念頭におくことによって、設計をする際の考え

方も少し変わるだろう。そんな変化に可能性を

感じている。 
	
 

	
 

	
 

適応

行動的適応

生理的適応

心理的適応

個人
 ex：服を脱ぐ

技術面 
ex：エアコンのオン・オフ

文化面 
ex：日中に昼寝をする

行動的適応

→ →

→
生理的適応 個人

ex：発汗
血管収縮・拡張

世代間
ex：遺伝子
レベルの変化
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2	
 -知覚と快適さ-設計コンテンツ・パターン集	
 

	
 	
 の制作に関して	
 	
 	
 	
 	
 

2_1	
 制作意図	
 

	
 「快適性」というキーワードに注目して、４

つの異なる角度から分析を行う中で、建築空間

における快適さを決める要素として、特に「人

の知覚と快適さ」の観点から注目したいものが

数多く抽出された。それらを認識することは、

建物に「人に知覚される快適さ」をもたらすき

っかけを設計者に与えることになると考える。

そのため、それらを設計に応用可能なコンテン

ツとしてまとめることを目指す。-知覚と快適
さ-設計コンテンツ・パターン集が、今までは
「なんとなく気持ちいい」と感じられていた空

間の良さを決定付ける根拠となり、ここで述べ

ているような「人が肌で感じる快適な空間」を

作り出すきっかけになることを目的とする。 
2_2	
 手法	
 

	
 ダイアグラムと文章によって完結に抽出し

た要素を提示することによって、ひとつひとつ

の要素をまとめ、それらの組み合わせによって

も、設計者が空間の可能性を広げていけるもの

を目指す。Fig2_1 に各コンテンツのページ構
成を示す。 

  
 
 
 
 
 
 
 

Fig2_1）各コンテンツ

のページ構成 
2_3	
 構成	
 

	
 導入部では、設計を行う際に意識しなくては

ならない快適さの概念を紹介する。各コンテン

ツの紹介のなかでは、全３章に渡って設計に応

用可能なコンテンツについて掲載する。最後に、

応用としてコンテンツの組み合わせによる空

間提案例「ムラを生む」を提示する。 
	
 全体の概要を Fig2_2に示す。 

Fig2_2）-知覚と快適さ-設計コンテンツ・パターン集の構成 
3	
 -知覚と快適さ-設計コンテンツ・パターン集	
 

	
 本章では制作したパターン集を掲載する。 
1_（導入）快適とは 
	
 快適な建築空間をつくるために意識的に考

えなくてはならない要素を５つまとめた。 
	
 これらを、偏って取り入れていくのではなく、

互いに最も力を発揮出来る形で取り入れるこ

とが快適な建築空間には不可欠であると考え

ている。 
1_01 わたしたちが知覚す
る快適さ 
建築空間における快適さを考える

前に、身近で近くする快適さのイ

メージをもって設計を行うこと。 

1_02 建築の呼吸をつく
り出す 
設計者が呼吸するための仕組み

を用意することが、快適な建築に

はまず必要不可欠なのである。 
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1_03 パッシブシステムと
アクティブシステム 

この二つは互いに解けがたく結び

合っている。それを忘れずに設計

を行う必要がある。 

1_04人のもつ適応力 

人は温熱環境に対して活動的であ

り、従来快適とはいえない環境に

対しても、適応していく力をもつ

ことを設計の際にも意識したい。 

1_05人の活動 
人は建築の中で動き、その活動は、

その人が感じている温熱感にも影

響を及ぼす。そのことを設計の際

にも念頭におく必要がある。 

	
 以上で導入を終える。ここから設計コンテン

ツの紹介に移る。 
2_人の熱的適応力 
	
 人にはそれぞれ熱に適応していくことので

きる力が備わっている。その力に注目すると 
建築はもう少し幅をもって快適さにアプロー

チすることが出来そうである。 
2_01 適応をうむ文脈的な
内容 
適応は、文脈的な積み重ねや、前

後の関係性によっておこる。文脈

を読み解くことが重要。 

2_01_1（適応をうむ文脈
的な内容）文化 
服装や生活様式などの文化的な文

脈に、人は適応を身につける。 

2_01_2（適応をうむ文脈
的な内容）気候 

ある気候の中で長時間過ごす人は

その気候に適応する。 

2_01_3（適応をうむ文脈
的な内容）社会性 
職業などによっては、社会のなか

で求められる服装や、行動に適応

する力をもつ。 

2_01_4（適応をうむ文脈
的な内容）前後の熱的履歴 
人が行動した前後の熱的履歴に対

する適応によって、快適と感じる

温度も変化する。 

2_01_5（適応をうむ文脈
的な内容）建築環境 

自然換気建物に比べて、HUAC建

物の中では、人は約２倍程度、温

熱感に敏感だとわかっている。 

2_01_6（適応をうむ文脈的
な内容）視覚的心理要素 
空間に対する満足度との相関が強

いのは「開放感」で、視覚的満足

度が快適さをうむ。 

2_01_7（適応をうむ文脈的
な内容）行動の自由度 
室内の環境に対して、適応行動が

自由にとれる状況かどうかが快適

さの申告に影響する。 

2_02 外気温と熱的満足度
の関係 
温冷感申告は、室内温度にほとん

ど依存せず、平均外気温との差に

依存することがわかっている。 

2_03_1（外気温の認識方
法） 聞く 
言葉のやり取りだけでも、自然換

気建物の室内温度に対する温冷感

申告の結果に影響が表れる。 

 
 
 

activepassive

→

→ →

→
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2_03_2（外気温の認識方
法） 肌で感じる 
外気を直接肌で感じることによっ

て耳で情報を聞くよりもさらに温

冷感申告に影響が表れる。 

2_04_1（人が行う適応） 
行動的適応-個人 
服を脱ぐ・窓やカーテンを開け

る・閉める、などの個人が行う適

応行動。 

2_04_2（人が行う適応） 
行動的適応-技術面 
エアコンのオン・オフや温度、風

量の調整などの技術面の適応行

動。 

2_04_3（人が行う適応） 
行動的適応-文化面 
暑い国には、日中に昼寝をする文

化があるなど、文化的に行われて

いる適応行動。 

2_04_4（人が行う適応） 
生理的適応-世代間 
遺伝子レベルで生理的応答のゆ

るやかな変化が起こる場合を世

代間の生理的適応として分類す

る。 

2_04_5（人が行う適応） 
生理的適応-個人 
個人の寿命の範囲内に起こる生理

現象の変化を個人の生理的適応と

分類する。 

2_04_6（人が行う適応） 
心理的適応 
適過去の熱的経験によって、同じ

温熱環境であったとしても異なる

温冷感が得られる。 

 
 

3_個人による差 
	
 適応力には個人によって差があることがわ

かっている。その差をいかに尊重していけるか

も快適さを決める重要な要素になると考える。 
3_01行動的適応の差 

行動的適応は、過去の熱的な履歴や、

過去の経験、また他の２つの適応の

影響などから、人によって差が現れ

る。 

3_02生理的適応の差 
生理的適応は、過去の熱的な履歴や、

生活習慣の差などから、人によって

差が現れる。 

 
4_自然の力 
	
 自然エネルギーを活用するとなぜよいのか。

エクセルギーの理論を深めるなかで、自然エネ

ルギーを利用していくことの有効性を示す根

拠が見えてきた。自然のもつ不安定さを、人工

的な技術で補いながらバランスよく二つを利

用していく必要性を感じている。 
4_01エクセルギー 
エネルギーの観点から、エネルギ

ーの行う「仕事」を見ると、自然

エネルギーと人工的な技術をバラ

ンスよく利用する必要性がわかる。 

4_02_1（太陽の力） 光 
人は晴れた日の太陽の光で本来は

十分に生活することが出来る。不

安定な気候と照明機器をバランス

よく利用していきたい。 

4_02_2（太陽の力） 熱 
太陽の光は、窓や壁に吸収され、

熱となる。その熱をうまく利用す

ることによって、冬場の暖房とし

て十分機能することが出来る。 

 
 

→ →

→

→



 

 8 

4_03_1（風の力） 涼しさ
をうむ風 
少し暑いくらいの空間に、たまに

風が吹き抜ける。そんな場所も建

築の中には必要である。 

4_03_2（風の力） 風の流
れを作る 
風の力を有効に利用するためには、

効率的に風の流れをつくり出した

い。風には入口と出口が必要。

4_04放射 
人は放射による冷暖房を一番快適

だと感じるということがわかって

いる。放射の赤外線熱は、身体を

芯から暖める為心地よいのである。 

5_（応用）ムラをうむ 
	
 応用として、コンテンツの蓄積によって導き

だされた、建築空間における「ムラの必要性」

について記載する。 
	
 快適さに対する従来の考え方のなかでは、均

一であることが快適であるとされ、ムラは極力

排除されてきたと思う。しかしながら、建築全

体、また、人の建築空間の中での過ごし方の一

連の流れを考えるなかで、ムラがあることは快

適さには必要な要素であるということが、コン

テンツの数々を組み合わせて考えるなかで、導

きだされた。 
5_01_1（熱のムラ） 暖か
い場所-夏 
ムラとして、夏の外気温や、太陽

の光の熱を感じられる場所を作る

ことの有効性が明らかになった。 

【関連コンテンツ】1_01（わたしたちが感じる快適さ）など 

5_01_2（熱のムラ） 暖か
い場所-冬 

空調空間や、太陽の光や熱で暖か

い場所をなど、熱のムラを作るこ

との有効性が明らかになった。 

【関連コンテンツ】1_03（パッシブシステムとアクティブシ

ステム）・2_01_4（前後の熱的履歴）など 

5_01_3（熱のムラ）涼し
い場所-夏 
空調空間や、放射の力による涼し

い場所など、涼しさにムラを作る

ことの有効性が明らかになった。 

【関連コンテンツ】2_01_4（前後の熱的履歴）・2_01_5（建

築環境）・2_01_7（行動の自由度）など 

5_01_4（熱のムラ）涼し
い場所-冬 
ムラとして、外気温を直接感じる

空間や、太陽で暖かい場所を作る

ことの有効性が明らかになった。 

【関連コンテンツ】2_04_1（行動的適応-個人）・2_04_6（心

理的適応）・4_01（エクセルギー）など 

5_02光のムラ 
光の強弱をつくり出すことによっ

て、人工照明に慣れている人も、

太陽光+手元照明だけで十分明る

く感じる空間を作れる。 

【関連コンテンツ】2_04_6（心理的適応）・4_01（エクセル

ギー）・4_02_1（光）など 

5_03活動量のムラ 
人に動きをうみ、活動量にムラを

作ることで、長時間続いていた一

定の温熱感からリセットされる

瞬間をうむことが有効。 

【関連コンテンツ】1_05（人の活動）・2_01_4（前後の熱的

履歴）・（行動の自由度）など 

5_04ムラとプログラム 
ムラを許容した建築にて、選択

の幅を広げるため、プログラム

の配置にも工夫を行う必要性

がある。 

 
	
 

	
 



 

 9 

4	
 設計提案	
 

	
 本章では、制作した-知覚と快適さ-設計コン
テンツ・パターン集を用いて、具体的設計提案

を行う。提案内容はオフィスとし、人に知覚さ

れる快適さをもつ建築をつくることを目的と

する。 
4_1	
 プログラム	
 -オフィス-	
 

	
 本提案では、オフィスの設計を行う。コンテ

ンツ・パターン集で示した要素を用いることに

よって、いま、私自身感じている「仕事をする

場」の在り方に対する違和感を解決することが

出来ると考える。 
	
 現在、ワークスタイルの多様化に伴い、働く

ことと暮らすことを完全に分離しない仕事場

の形、さらに、集まって働く意味の再定義が求

められているように感じる。そのような背景の

中、オフィス建築には多様な空間性が必要なよ

うに思う。 
	
 しかし、従来の快適さの概念では、多くの人

が働くオフィスにおいて多様性を実現するこ

とは難しく、均一さを基本にした建築が大半を

占めている。一方、コンテンツ・パターン集の

中には、従来の快適さの概念を超えた人間の適

応力や、自然を取り入れることの有用性などが

含まれており、多様性を肯定している。そうい

った要素を設計に取り入れていくことによっ

て、今求められる「仕事をする場」に納得でき

る設計提案を行うことが出来ると考えている。

オフィスでこそ、より一層外部と相互作用し合

っていけるような空間性を目指したい。 

   
Fig4_1）現状の職場と暮らしの関係 

4_2	
 敷地とコンセプト	
 

	
 敷地は、東京都多摩市山王下に位置する北緯

35度 37分 36.6秒、東経 139度 25分 20.5秒
の場所とする。本研究では、特に「人の知覚と

快適さ」に注目して設計を行うことを目的とし

ているため、敷地は林地の状態を維持したまま、

自然環境的要素を取り入れる設計提案とする。

今後の展望として、周辺との相互作用も視野に

入れている。この敷地は、多摩市の企業誘致奨

励制度の対象事業用地として指定されている

場所であり、周辺地域の住人や、利用者と相互

作用の関係を作る今後の展望にも有効な場所

だと考える。 

 
Fig4_2)敷地 
【情報】面積：6,575.20 ㎡、年間平均気温：15.2℃ ,
最低値：4.5℃（1月） ,最高値：26.3℃（8月）,年間
平均降雨量：1659.0mm、風向：年間通して北からの
風が多い 
4_3	
 多様な空間性	
 

	
 本提案では、内外の多様さ、また、行動環境

の多様さをつくり、居住者が「知覚する」機会

を数多く生み出す設計とした。室内と屋外、ま

たその中間領域を表した図を Fig4_3に示す。 

  

Fig4_3）内外の関係性 
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Fig4_4）平面図 

	
 提案内容を Fig_4_4 に示す。各居室が外部
に接する開口部を持つことにより、居住者の行

動の幅を広げていくことを考えた。また、壁が

つくり出す内外が曖昧な空間が、作業の場や休

憩の場所として機能することが、自分のもつ環

境への適応力を知覚する機会を生む。 
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